
看護学科　シラバスの変更一覧

学年 ページ 科目名

1年 49 精神看護学概論

1年 50 基礎看護学実習Ⅰ

1年 51 基礎看護学実習Ⅱ

2年 72 地域・在宅看護援助論Ⅱ

2年 75 看護展開論Ⅱ

2年 77 看護展開論Ⅲ

2年 80 健康状態別看護Ⅱ

2年 97 精神看護学援助論Ⅱ

2年 101 地域・在宅看護論実習Ⅰ

3年 102 領域横断看護実習

3年 115 精神看護学実習

3年 120 統合実習



1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

科目ナンバリング

NS-2-PMN-01

「ナーシング・グラフィカ 精神看護学①：情緒発達と精神看護の基本」出口禎子他編、メディカ出版

授業内課題は適宜フィードバックします。

「精神科仕事術 この科で働くことを決めた人が、やったほうがいいこと、やらないほうがいいこと」
山下孝之、医学書院

地域で生活する精神障害を持つ人の理解

１年

授業形態 講義

阿部　幹佳

1

16 時間

単位数

授業時間数

単位
評
価
の
方
法

％

試験(筆記) 70 ％

授業内
課題等

受講態度

％20

10

授業計画

心のケアが必要な人々の看護実践と看護者自身のメンタルヘルスについて洞察でき、倫理的判断と行動
をとれるようにするために、メンタルヘルスの基本概念、精神保健医療福祉の変遷と看護、精神の健康
とマネジメントなどについて学び、精神看護の実践に必要な基礎的知識を身につける。

１．メンタルヘルスの基本概念について説明できる。
２．精神保健医療福祉の変遷と看護について説明できる。
３．保健医療福祉に従事する者の精神の健康とリエゾン精神看護、精神の健康とマネジメントに
　　ついて説明できる。
４．精神疾患・精神障害を持つ人の事例から対人援助における人間関係を理解するための倫理観を
　　育むことができる。

精神看護学概論ではメンタルヘルス全般に関わることを学修します。私たちを取り巻く現代社会の現象
に関心を持ち、自分自身のこころと向き合えるように準備をしてください。

授業回数 8 回

準備学修 担当

学修成果

開講時期 後期
看護学科

● ●

科目名 精神看護学概論
単位
認定者

対象学科
必修・選択
配当年次

必修

精神医療の歴史

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

看護師としての資格、経験より、精神看護の実際を具体的にわかりやすく授業を行う。

こころの健康と精神障害のとらえ方

こころの働きとストレス

ライフサイクルとメンタルヘルス１～母子関係の発
展から人格形成への影響～

現代社会におけるこころの問題
自殺・児童虐待等

ストレスマネジメントと精神科における看護師の役
割

精神保健福祉をめぐる法律－倫理と権利擁護

【事前】教科書第1章を読み、自分
自身のメンタルヘルスについて考え
てみる（概ね1時間）

阿部　幹佳

【事前】教科書第2章と6章を読み、
授業に臨むこと（概ね1時間）

【事前】教科書3章、4章を読み、授
業に臨むこと（概ね1時間）

【事後】教科書第5章を読み、各自
メンタルヘルスに関連した情報を
収集してレポートにまとめ提出す
る（概ね3時間）

【事前】教科書第12章P190～204を
読み、授業に臨むこと（概ね1時
間）

【事前】教科書第10章を読み、授業
に臨むこと（概ね1時間）

【事前】教科書第9章と第11章を読
み、授業に臨むこと（概ね1時間）

【事後】当事者の体験を聞き、学ん
だことや感想をレポートにまとめ提
出する（概ね1時間）

阿部　幹佳

阿部　幹佳

阿部　幹佳

阿部　幹佳

加藤　真理子

阿部　幹佳

黒沢 かをる
阿部　幹佳



1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

学修者への
期待等

Ⅰ．実習期間：令和5年7月10日（月）～7月14日（金）

Ⅱ．実習施設：東北医科薬科大学病院、仙台市立病院、仙台西多賀病院、JR仙台病院、イムス明理会仙台総合病院、

　　  JCHO仙台病院、老人福祉センター（台原・高砂・大野田・郡山・泉中央）

Ⅲ．実習目的

　1．健康生活を支えている地域での活動の場や医療施設における看護活動を見学して、施設の環境を知り、

　　 対象者（利用者・患者）を理解する。

　2．医療施設での患者と看護師の関わりを見学し、看護の役割や機能について考える。

　3．基本的な実習態度を身につける。

Ⅳ．実習目標

　1．健康生活を支える活動の場（施設・病院）の環境を知ることができる。

　2．利用者や患者の思い等に関心を向け対象理解をすると共に、人間関係構築の重要性がわかる。

　3．看護活動の見学を通して、看護がどのように実践されているのかわかる。

　4．看護学生として責任ある態度で行動し、自己の課題がわかる。

Ⅴ．実習計画

　1．学内実習

　 1）オリエンテーションで実習の全体を把握し、事前学修を十分行い実習に臨む。

　2．病院実習

　 1）患者1名を受持ち、患者の療養生活の見学やコミュニケーションを通して学ぶ。

　 2）看護師の行う援助を見学し、看護の役割や機能について学ぶ。

　 3）毎日のカンファレンスを通して、学修内容の共有と整理・理解を深める。

　3．施設実習

　 1）利用者とのコミュニケーションを通して健康を支える活動について理解を深める。

　4．実習のまとめ

　 1）実習で学んだことをまとめ、振り返りを通して看護の対象、役割や機能について理解を深める。

教科書

参考文献

詳細は後日配付する実習要項参照

担当者：専任教員　　木下美佐子、竹田理恵、佐藤清湖、佐々木重徳、小林淳子、岡崎優子、

　　　　　　　　　　菅原尚美、真溪淳子、伊藤茉莉子、東海林美幸、二口尚美、加藤真理子

　　　　非常勤講師　松田郷子、菊池眞紀子、江口美知子、横尾みどり

＊この科目は基礎看護学実習Ⅱの履修要件として単位を修得していることが必須である

※以下は該当者のみ記載する。

科目ナンバリング

NS-2-CNP-01

単位
認定者

木下　美佐子

対象学科
必修・選択
配当年次

必修 1年 1

40 時間

単位数

授業時間数

集中

看護学科

学修成果

開講時期

評
価
の
方
法

実習目標
到達度

100 ％

前期
単位

科目名 基礎看護学実習Ⅰ

● ● ●

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

看護師の実務経験がある教員が担当し、健康を支える看護の役割について学修できるように指導する。

臨地での見学や体験を通して、看護の対象を理解し、看護の魅力や難しさ等を発見して、自身が看護を
学ぶ動機を明確にできることを期待する。

授業形態 実習

看護の対象としての人間と看護の場を理解するために、実際の病院や地域での活動を見学し、看護の役
割や機能、健康者や障害を持つ人を身体的・心理的・社会的・文化的側面からの理解に必要な基礎的能
力を身につける。

特に指定しない

オリエンテーションおよび実習中に適宜提示する

授業回数

授業計画

備考



1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

学修者への
期待等

Ⅰ．実習期間：令和6年2月5日（月）～2月9日（金）

Ⅱ．実習施設：東北医科薬科大学病院、仙台市立病院、仙台赤十字病院、宮城県立がんセンター、JR仙台病院、

　　　　　　　イムス明理会仙台総合病院、JCHO仙台病院

Ⅲ．実習目的

　1．受持ち患者の日常生活に関する問題をクリティカルな思考で考えることができる。

　2．受持ち患者の個別性を踏まえ、基本的な日常生活の看護援助ができる。

　3．看護職を目指す学生として、基本的な実習態度を身につける。

Ⅳ．実習目標

　1．受持ち患者の療養環境について、生活者の視点から理解できる。

　2．受持ち患者の日常生活に関する情報を収集し、問題について考えることができる。

　3．受持ち患者と良い人間関係を築き、個別性を踏まえた看護援助の目的・必要性が理解できる。

　4．受持ち患者に対して、安全・安楽を考慮した基本的な日常生活の看護援助ができる。

　5．看護学生として継続的な学修の必要性を理解し、責任ある態度で行動できる。

Ⅴ．実習計画

　1．学内実習

　 1）オリエンテーションで実習の全体を把握し、事前学修を十分行い実習に臨む。

　2．病院実習

　 1）患者1名を受持ち、日常生活の問題を論理的に考える。

　 2）受持ち患者に対する適切な援助方法を学ぶ。

　 3）毎日のカンファレンスを通して、学修内容の共有と整理・理解を深める。

　3．実習のまとめ

　 1）実習で学んだことをまとめ、振り返りを通して「看護」について自分の考えを深める。

教科書

参考文献

※以下は該当者のみ記載する。

科目ナンバリング

NS-2-CNP-02

単位
認定者

木下　美佐子

対象学科
必修・選択
配当年次

必修 1年 1

40 時間

単位数

授業時間数

集中

看護学科

学修成果

開講時期

評
価
の
方
法

実習目標
到達度

100 ％

後期
単位

科目名 基礎看護学実習Ⅱ

● ● ●

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

看護師として臨床経験がある教員が担当し、患者の日常生活に関する問題を論理的に考えることを指導する。

学内で学んだ看護学概論、看護倫理、基礎看護技術Ⅰ～Ⅳ、および基礎看護学実習Ⅰでの学びを振り返
り、積極的な姿勢で実習に臨むことを期待する。

授業形態 実習

看護の対象者のニーズをとらえ適切な看護を実践できる基礎的な知識・技術を学び、状態に応じた看護
の実践に必要な基礎的能力を身につける。

特に指定しない

オリエンテーションおよび実習中に適宜提示する

授業回数

授業計画

備考

詳細は後日配付する実習要項参照
担当者：専任教員　　木下美佐子、竹田理恵、佐藤由記子、佐藤清湖、佐々木重徳、阿部幹佳、
                    二口尚美、岡崎草代夏、岡崎優子、佐藤理恵、坂村佐知、髙橋由美、
                    真溪淳子、加藤真理子
        非常勤講師　松田郷子、大石慶子、菊池眞紀子、江口美知子



1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

【講義】事例にみる在宅看護
　⑧ターミナル期の療養者とその家族

事例にみる在宅看護
　⑨最期まで自宅で過ごしたいターミナル期がん療養者

【講義】在宅における援助技術
　⑥呼吸の援助と医療ケア

3章-5、4章-4～7について予習復習
する（1時間）

真溪 淳子

髙橋 由美

2章-6、4章-3、4章-17、6章-5につ
いて予習し、授業を復習して理解を
深める（1時間）

真溪 淳子

【講義】事例にみる在宅看護
　①脳血管疾患患者とその家族

真溪 淳子

【講義】在宅における援助技術
　⑤感染予防  褥瘡予防

2章-5、4章-13について予習し、授
業を復習して理解を深める（1時
間）

真溪 淳子

髙橋 由美

髙橋 由美

真溪 淳子

事例にみる在宅看護
　②在宅での生活を希望する脳梗塞後遺症のある高齢者

【講義】事例にみる在宅看護
　③在宅の認知症高齢者とその家族

真溪 淳子

評
価
の
方
法

試験(筆記) 60 ％

授業内
課題

％40

髙橋 由美

髙橋 由美

後期

真溪 淳子

科目名 地域・在宅看護援助論Ⅱ
単位
認定者

髙橋　由美

対象学科
必修・選択
配当年次

必修 ２年 2

46 時間

単位数

授業時間数

授業回数
授業形態 演習

単位

●

【講義】在宅における援助技術
　④排泄の援助

3章-2、4章-9～10について予習し、
授業を復習して理解を深める（1時
間）

授業計画

地域包括ケアシステムの対象（脳血管疾患療養者、認知症高齢者、在宅難病療養者、在宅で療養する障がい者・
医療的ケア児、ターミナル期の療養者）のケアニーズや、多様な場や状況に応じた看護支援方法および在宅看護
におけるケア（在宅経管栄養法、在宅中心静脈栄養法、在宅酸素療法、在宅人工呼吸療法）の原則や援助方法を
学び、地域・在宅看護の実践能力を身につける。

1.さまざまな事例から在宅療養者とその家族や環境を理解し、状況に応じた支援方法や援助技術を習得
  することができる。
2.在宅における医療管理を必要とする人とその特徴的な看護について習得することができる。

在宅看護は対象者と家族の尊厳のある生活を支える個別ケアである。従ってプライバシーを守ることやあらゆる
ことの意思決定を尊重すること、観察と判断力など、看護師のより高い資質が求められる。人間理解の学修は基
より、あらゆる看護領域の既修の知識・技術が基本となるため、関連領域の振り返りを行った上で臨んでほし
い。

担当

髙橋 由美

髙橋 由美

準備学修

【講義】在宅における援助技術
　①生活・医療ケアの原則

2章-1～3、4章-1について予習し、
授業を復習して理解を深める（1時
間）

【講義】在宅における援助技術
　②食の援助・在宅経管栄養法  在宅中心静脈栄養法

3章-1、4章-11～12について予習
し、授業を復習して理解を深める
（1時間）

学修成果

開講時期

【講義】事例にみる在宅看護
　⑥在宅で療養する障害者（小児）

6章-9について予習し、授業を復習
して理解を深める（1時間）

【講義】事例にみる在宅看護
　⑦在宅で療養する障害者（精神）

6章-8について予習し、授業を復習
して理解を深める（1時間）

科目ナンバリング

NS-2-CHN-04

髙橋 由美

●

事例にみる在宅看護
　④被虐待が疑われる認知症高齢者

【講義】事例にみる在宅看護
　⑤在宅で療養する障害者（成人）

6章-7について予習し、授業を復習
して理解を深める（1時間）

【講義】在宅における援助技術
　③清潔の援助・移動の援助

3章-3～4について予習し、授業を復
習して理解を深める（1時間）

23 回

看護学科

6章-4について予習し、授業を復習
して理解を深める（1時間）

6章-3について予習し、授業を復習
して理解を深める（1時間）

●



回

16

17

18

19

20

21

22

23

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

看護職として、地域・在宅看護の実務経験を活かし、具体的事例や看護実践方法を紹介しながら授業を行う。

「ナーシング・グラフィカ 地域・在宅看護論②在宅療養を支える技術」臺有桂他編、MCメディカ出版

授業内課題は講義時にフィードバックする

在宅看護過程
　④事例検討（ケアマネジメント）

授業計画 準備学修 担当

【講義】事例にみる在宅看護
　⑩在宅難病療養者とその家族

「ナーシング・グラフィカ 地域・在宅看護論①地域療養を支えるケア」臺有桂他編、MCメディカ出版
「写真でわかる訪問看護」押川真喜子監修、インターメディカ
「場面で学ぶ在宅看護論」臺有桂他編、MCメディカ出版

髙橋 由美
真溪 淳子
中野 千加子
庄司 玲美
家子 敦子
江口 美知子

在宅看護過程
　①事例検討（初回訪問・ロールプレイ）

髙橋 由美

髙橋 由美

在宅における援助技術
　⑦在宅酸素療法と援助の実際

在宅における援助技術
　⑧在宅人工呼吸療法と援助の実際

授業内課題　レポート提出（詳細は
授業内で説明する）・小テスト

6章-6について予習し、授業を復習
して理解を深める（1時間）

在宅看護過程
　③事例検討（看護計画）

在宅看護過程
　②事例検討（情報収集・アセスメント）

事例にみる在宅看護
　⑪在宅での生活に不安を抱きつつ退院するALS患者

髙橋 由美
真溪 淳子
中野 千加子
家子 敦子
江口 美知子

【事前】地域・在宅看護概論Ⅱの訪
問看護過程とケアマネジメントにつ
いて復習して臨むこと。
【事後】配布資料および授業を復習
し、課題に取り組む。
授業内課題　レポート提出
（概ね3時間）
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基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力
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対象学科
必修・選択
配当年次

評
価
の
方
法

単位
認定者

授業時間数

授業回数

遠藤　美穂子

2必修 2年 単位数

●

学修成果

開講時期 通年
看護学科

科目名

演習

●

看護展開論Ⅱ

担当名

授業形態

二口　尚美

準備学修

回

授業計画

試験（筆記） 50 ％

％46 時間

％40授業内課題

受講態度

単位

10

科目ナンバリング

NS-2-INS-02

23

ヘルスアセスメント（データベース聴取、面接・問診技術、観察・測定・記録技術）、フィジカルアセスメントの基本
的技術（視診・触診・打診・聴診）、各系統別の構造と機能（外皮系・感覚器・筋骨格系・神経系・呼吸器系・循環器
系・消化器系・腎泌尿器・生殖器系・乳房）にもとづくアセスメントの視点や方法、成長発達（母性・小児・老年）に
伴う特有なアセスメントの視点と方法を学び、看護実践に必要な臨床判断能力と人の全体（身体・精神・社会的）の査
定に必要な基礎的知識とを身につける。

１．	ヘルスアセスメントとの定義・目的について説明できる
２．	系統的アセスメント（身体的・心理社会的）の視点・方法が説明できる
３．	ヘルスアセスメントに必要な基本的技術の方法が説明できる。
４．	各系統別でのフィジカルアセスメントの視点と方法が説明でき、必要な基本的技術をモデル人形へ実施できる
５. 成長発達に伴う特有なアセスメントの視点や方法が説明できる

１年次に履修している「人体構造と機能」「疾病の成り立ちと回復の促進」は、ヘルスアセスメントの基礎となるた
め、復習してから授業に臨んでください。また、指示された準備学修を行い、主体的に講義・演習に臨んでください。

ヘルスアセスメントに必要な基本的技術
視診、触診、打診、聴診、意識、身体計測　   反転授業

【事前】予習動画視聴（30分程度）
【事後】第3回講義の振り返り（30分程
度）

遠藤　美穂子

二口　尚美

【講義】看護過程とヘルスアセスメント
　　　　援助方法の選択につなぐ情報収集と臨床推論

【事後】授業内で記載した課題を整理
する

【講義】ヘルスアセスメントとは　定義・目的と意義
【事後】　提示された課題に回答して
臨む（30分）

【講義】高齢者のヘルスアセスメント①
　高齢者ヘルスアセスメントの意義
　基本技術（視診・触診・打診・聴診）と留意点

【事後】授業後：学びの提出（約30
分）

東海林　美幸

系統別フィジカルアセスメント③
消化器系、腎泌尿器系、生殖器系、乳房　　反転授業

【事前】予習動画視聴、ワークシート
（30分程度）
【事後】講義の振り返り（30分程度）

遠藤　美穂子

系統別フィジカルアセスメントの実際②
呼吸器系、循環器系、消化器系、腎泌尿器系、生殖器系、乳房

阿部　春美
二口　尚美

遠藤　美穂子

事例を用いたフィジカルアセスメント
【グループワーク】

遠藤　美穂子

【事前】教科書〈小児看護学[1]〉ｐ
284～302を予習して臨む（1時間程度）

系統別フィジカルアセスメントの実際①
視診、触診、打診、聴診、意識、外皮系、感覚器系、筋骨格
系、神経系

阿部　春美
二口　尚美

遠藤　美穂子

系統別フィジカルアセスメント①
外皮系、感覚器系、筋骨格系、神経系　　　反転授業

【事前】予習動画視聴、ワークシート
（30分程度）
【事後】講義の振り返り（30分程度）

遠藤　美穂子

系統別フィジカルアセスメント②
呼吸器系、循環器系　　反転授業

遠藤　美穂子
【事前】予習動画視聴、ワークシート
（30分程度）
【事後】講義の振り返り（30分程度）

ABクラスに分けて実施
【事前】ワークシートを学修して臨む
（1時間程度）
【事後】ワークシートの記入

【講義】高齢者のヘルスアセスメント②
　高齢者の健康歴聴取時のポイント

【事後】授業後：学びの提出（約30
分）

東海林　美幸

 高齢者のフィジカルアセスメントの実際
【グループワーク】

【事後】授業後：学びの提出（約30
分）

東海林　美幸
桑田　恵美子
菅原　尚美

岡崎　草代夏
【講義】子どものアセスメント①
子どもに特徴的なアセスメントの視点

【事後】ワークシートの記入



回

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

教科書

参考文献

備考

武田　美奈子
岡崎　草代夏
佐藤　理恵

東海林　美幸
遠藤　美穂子

子どものアセスメントの実際①
子どものバイタルサイン測定

【講義】母性看護におけるアセスメントの視点と方法②
産褥・新生児期

【事後】演習の学びを整理し、レポー
トを作成する（1時間程度）

【事前】正常な産褥経過・早期新生児
期経過について復習して臨む（1時間程
度）

事例を用いたヘルスアセスメント②
ヘルスアセスメントの実際

佐藤　理恵

武田　美奈子
岡崎　草代夏
佐藤　理恵

東海林　美幸
遠藤　美穂子

事例を用いたヘルスアセスメント①
フィジカルアセスメントの実施

佐藤　理恵
二口　尚美

岡崎　草代夏
東海林　美幸
遠藤　美穂子

子どものアセスメントの実際②
子どもの身体計測

佐藤　理恵
岡崎　草代夏
二口　尚美

遠藤　美穂子

「ナーシング・スキル」エルゼビア・ジャパン株式会社
「ナーシングチャンネル」株式会社京都科学
「高齢者のフィジカルアセスメント」角濱春美他著、MCメディカ出版
 日常生活における高齢者のヘルスアセスメント  educational-video-online  丸善出版株式会
＊その他の参考文献については、授業の中で必要時提示する。

＊準備学習の予習動画視聴は、ナーシング・スキル、ナーシングチャンネル、教科書に掲載されている動画
　コンテンツを含みます。
＊準備学習のワークシートは使用時に配布します。ワークシート内の事前・事後課題への取組みと提出は
　その都度、指示をします。
＊授業内課題については、適宜フィードバックを行います。
＊事後課題レポート及びワークシートの取組み状況は評価の対象となります。

授業計画 準備学修

遠藤　美穂子
事例を用いたヘルスアセスメント②
身体的、心理的、社会的側面を踏まえたヘルスアセスメント
【グループワーク】

実務経験を有する教員による授業科目(実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性)

母性看護におけるアセスメントの実際②
産褥期・新生児期

佐藤　理恵
二口　尚美

岡崎　草代夏
東海林　美幸
遠藤　美穂子

母性看護におけるアセスメントの実際①
妊娠・分娩期

佐藤　理恵

担当名

「系統看護学講座　専門分野Ⅰ　基礎看護学[2]　基礎看護技術Ⅰ」茂野香おる他著、医学書院
「ナーシンググラフィカ老年看護学②高齢者看護の実践」堀内ふき他著、メディカ出版
「系統看護学講座　専門分野Ⅱ　小児看護学[1]　小児看護学概論/小児看護学総論」奈良間美保他著、医学書院
「系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学[2]　母性看護学各論」森恵美他著、医学書院

佐藤　理恵
岡崎　草代夏
二口　尚美

遠藤　美穂子

【事前】正常な妊娠・分娩経過につい
て復習して臨む（1時間程度）

ABクラスに分けて実施
【事前】ワークシートに取り組み事前
学習して臨む（1時間程度）
【事後】15回、16回の演習後学びを整
理しレポートを作成する（1時間程度）

ABクラスに分けて実施
【事後】演習後学びを整理しレポート
を作成する（1時間程度）

ABクラスに分けて実施
【事前】ワークシートを学修して臨む
【事後】ワークシートの記入

看護師として実務経験がある教員が担当し、講義・演習を通して看護実践に必要な基礎的なヘルスアセスメントが修得できるよう
にする。また、基礎を踏まえ、発達段階（母性・小児・老年）に伴う特有のアセスメントの理解ができるように領域横断として各
領域教員が担当する。

【講義】子どものアセメント②
アセスメントに必要な技術

【事前】教科書〈小児看護学[1]〉
ｐ303～343を予習して臨む（1時間程
度）

岡崎　草代夏

【講義】母性看護におけるアセスメントの視点と方法①
妊娠・分娩期



1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力
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回

1

2
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5
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8
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14

15

桑田　恵美子
菅原　尚美
東海林　美幸

生活機能障害のある高齢者の看護過程（回復期･リハビリ期）
【グループワーク】看護問題の抽出

【事前】：看護問題の抽出終了。演習内
容の検討  (1時間)
【事後】：授業の学びのまとめ

【発表】小児の看護過程の展開　紙上事例の展開
【事後】グループワークで得た学びも加
筆して課題を提出する（1時間）

武田　美奈子
岡崎　草代夏

【講義】
老年期の看護過程―分析
（問題の原因・援助の必要性・解決の方向性）

【事後】：①課題事例を読み・自己学習
（3時間）②授業の学びのまとめ

桑田　恵美子
菅原　尚美
東海林　美幸

岡崎　草代夏

【グループワーク】
慢性期の看護過程③（目標・看護計画・評価）

【事後】看護計画まで完成、提出　（概
ね2時間）

阿部　春美

【講義】成人慢性期患者の特徴とアセスメントの視点
（ゴードンの機能的健康パターンの枠組みに沿って）

【事前】事前課題（事例の病態・治療）
を学修（概ね1時間）
【事後】データベース・看護歴を記入
（概ね2時間）

阿部　春美

【グループワーク】
慢性期の看護過程①（事例：成人期糖尿病性腎症）
（アセスメント、関連図）

【事後】関連図を完成（概ね2時間）

【講義】
看護計画立案から看護実施、評価

阿部　春美

【グループワーク】小児の看護過程の展開　紙上事例の展開
（アセスメントを中心に）

【事前】上記を確実に記載してくる
武田　美奈子
岡崎　草代夏

【グループワーク】
慢性期の看護過程②（看護診断）

【事後】看護問題、優先度の設定（概ね
1時間）

阿部　春美

【講義】
　　　小児の看護過程（セルフケア理論）

【講義】
　　　小児の看護過程
（セルフケア理論を使ったアセスメント）

対象の特性や状態を理解した上で、必要とされる看護を判断し、看護を計画的実践に必要な看護過程を学び、健康レベ
ルを成長段階（小児期＜急性期＞・成人期＜慢性期＞・老年期＜慢性期＞、産褥期にある母・子＜ウエルネス＞）、お
よび精神障がいのある対象の健康課題を査定し看護計画立案に必要な基礎的知識を身につける。

1.根拠に基づき、看護を計画的に実践する基礎的知識（アセスメント・計画、実施、評価）が説明できる。
2.対象の健康レベルを発達段階（小児期＜急性期＞・成人期＜慢性期＞・老年期＜慢性期＞、産褥期にある
  母、子＜ウエルネス＞）、精神障がい、個人や家族の生活、地域の特性と健康課題をアセスメントし、
  看護計画の立案ができる。
 1）理論的枠組みに沿って対象の情報を分類でき、看護の対象に関する現象と修得した知識と関連づけて説明
　　できる。
 2）現在の健康状態とその原因について分析（根拠となる情報から論理的な記述）でき、問題に対して、なぜ
　　その看護が必要なのか記述できる。
 3）模擬事例を通して対象の状態に合わせた看護計画を立案できる。

看護過程は看護を科学的に実践するためのツールです。看護過程の展開を通しての学修は、「論理的思考」「問題解決
思考」「臨床判断能力」を磨くことにつながります。積極的に授業に参加し、対象の健康課題を査定し看護計画立案に
必要な基礎的知識を身につけることを期待します。特に対象の状態を理解するためのアセスメント能力はしっかりと身
につけることを期待します。

【事後】紙上事例を読み、発達段階・関
連図・アセスメントを記載する　（3時
間）

科目ナンバリング

NS-2-INS-03
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木下　美佐子

木下　美佐子

単位

授業時間数

％

【事前】：看護計画の立案(3時間)
【事後】：①授業の学びのまとめ
　　　②看護計画の立案を完成・提出

担当名

課題：看護診断、目標・成果指標の設定
（概ね1時間）

木下　美佐子

【事前】セルフケアケア理論についての
復習（1時間）

武田　美奈子

100

授業回数

看護展開論Ⅲ

必修 2年 2単位数

試験（レポー
ト）

回

46 時間

学修成果

開講時期 通年
看護学科

科目名

● ●

生活機能障害のある高齢者の看護過程（回復期･リハビリ期）
【グループワーク】看護計画の立案

【講義】
アセスメントから看護診断、目標・成果の設定

課題：アセスメントの課題作成
（概ね1時間）

【講義】
看護過程6つのステップとアセスメント

テキストP2～P35看護過程の基盤となる
考え方を読む（概ね1時間）

授業形態

準備学修授業計画

演習

●

対象学科
必修・選択
配当年次

評
価
の
方
法

単位
認定者

阿部春美　桑田恵美子
武田美奈子　佐藤理恵
阿部幹佳

生活機能障害のある高齢者の看護過程（回復期･リハビリ期）
【グループワーク】アセスメント

【事前】：課題事例を読み、アセスメン
ト(2時間)
【事後】：授業の学びのまとめ

桑田　恵美子
菅原　尚美
東海林　美幸

桑田　恵美子
菅原　尚美
東海林　美幸



回

16

17

18

19

20

21

22

23

教科書

参考文献

備考

実務経験を有する教員による授業科目(実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性)

【講義】
精神科看護の実践の特徴
・精神科看護ケアの方法
　セルフケアレベルの把握
・セルフケアの6つの領域（ｵﾚﾑ･ｱﾝﾀﾞｰｳｯﾄﾞﾓﾃﾞﾙ）
・患者－看護師関係の4つのプロセス

阿部　幹佳
加藤　真理子

【グループワーク】
精神看護の展開：事例検討 ①統合失調症（急性期)、②気分
障害（抑うつ状態）まとめ

【講義】
母性看護学におけるウエルネス診断

阿部　幹佳
加藤　真理子

阿部　幹佳
加藤　真理子

加藤　真理子

「看護学テキストNiCE 老年看護学概論」正木治恵他編、南江堂
「看護学テキストNiCE 老年看護学技術」正木治恵他編、南江堂
「生活機能からみた 老年看護過程 : +病態・生活機能関連」山田律子偏著　医学書院

＊試験（レポート）は、各領域の看護過程の完成度で評価します。
  成人（20％）・老年（20％）・小児（20％）・母性（20％）・精神（20％）
＊授業内課題は、次回授業時フィードバックします。

授業計画 準備学修 担当名

【グループワーク】
精神看護の展開：事例検討 ②気分障害（抑うつ状態）
・事例紹介と具体的な展開方法
・事例の情報整理とアセスメント
・患者理解と看護援助
・退院支援

坂村　佐知
佐藤　理恵

坂村　佐知
佐藤　理恵

【グループワーク】
精神看護の展開：事例検討 ①統合失調症（急性期）
・事例紹介と具体的な展開方法
・事例の情報整理とアセスメント
・患者理解と看護援助
・退院支援

【事後】事前学習ノート作成
統合失調症（急性期）の事例に関する事
前学修（概ね1時間）

【事後】事前学習ノート作成
気分障害（抑うつ状態）の事例に関する
事前学修（概ね1時間）

母性看護の展開③
到達目標・看護計画・看護の実践・評価

坂村　佐知
佐藤　理恵

【事後】個人ワーク：事例展開の課題作
成　（概ね1.5時間）

【事後】母性看護過程1アセスメント用
紙を完成（概ね2時間）

【事後】母性看護過程2看護計画立案用
紙を完成・提出（概ね2時間）

「看護がみえる4，看護過程の展開」永田明、石川ふみよ監修、メデイックメデイア
「看護学テキストNiCE 成人看護学 慢性期看護」鈴木久美編、南江堂
「ナーシング･グラフィカ 老年看護学①高齢者の健康と障害」堀井ふき他編集、MCメディカ出版
「ナーシング･グラフィカ 老年看護学②高齢者看護の実践」堀井ふき他編集、MCメディカ出版
「ナーシング・グラフィカ 精神看護学②：精神障害と看護の実践」出口禎子編、MCメディカ出版
「系統看護学講座 専門分野Ⅱ 母性看護学［2］母性看護学各論」森恵美他著、医学書院
「系統看護学講座　専門分野Ⅱ小児看護学[1]　小児看護学概論/小児看護学総論」奈良間美保他著、医学書院

【事前】教科書20-23．4章精神科看護に
おける対象の理解を読む（概ね1時間）

母性看護の展開①
【グループワーク】：産褥期の母子事例の情報収集（ゴード
ンの11の機能的健康パターン）・アセスメント

坂村　佐知
佐藤　理恵

母性看護の展開②
【グループワーク】：アセスメントの総括・看護診断



1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

科目ナンバリング

NS-2-INS-05

伊藤 茉莉子

伊藤 茉莉子

伊藤 茉莉子

授業形態 演習

授業計画

● ●

【講義】
手術期における患者・家族の看護

【事前】教科書①第2部Ⅲ章を予習
して臨むこと（概ね30分）
【事後】課題学習

％30

10

単位

【講義】
手術後期における患者の看護
（主な術後合併症、術後観察・アセスメント）

【事前】教科書①第2部Ⅳ章1.～7.
を予習して臨むこと（概ね30分）
【事後】課題学習（術後評価・看護
問題抽出）

学修成果

開講時期 後期

準備学修

【講義】
周手術期看護の概要と看護師の役割
周手術期にある患者・家族の特徴

【事前】教科書①第2部第Ⅰ章を予
習して臨むこと（概ね30分）
【事後】課題学習（事例に関する学
習）

【講義】
手術侵襲と生体反応

【事前】教科書①第1部を予習して
臨むこと（概ね1時間）
【事後】課題学習（関連図作成）

【講義】
手術前期における患者・家族の看護

【事前】教科書①第2部第Ⅱ章を予
習して臨むこと（概ね30分）
【事後】課題学習（術前評価）

周手術期過程における看護、術後合併症と予防、術後の機能障害や生活制限への看護、手術療法を受け
る対象の身体的・心理的・社会的特徴を査定し回復過程および社会復帰を支援するための看護技術（循
環管理、呼吸管理、創傷処置、ドレーン管理、ストーマ管理、離床支援、清潔ケア）を学び、周手術期
にある対象への看護の基礎的知識を身につける。

１．周手術期過程の看護、術後合併症と予防、術後の機能障害や生活制限への看護が説明できる。
２．手術療法を受ける成人の身体的・心理的・社会的特徴を査定し、回復過程および社会復帰を
　　支援するための看護技術について、模擬患者で実施できる。
３．手術療法を受ける高齢者の看護援助について説明できる。
４．手術療法を受ける子どもと家族の看護援助について説明できる。
５．手術療法を受ける妊産婦の看護援助について説明できる。
６．手術療法を受ける精神疾患・障がい者の看護援助について説明できる。

これまで学修した知識や技術を活用できるよう復習して授業に臨んで下さい。周手術期の看護技術で
は、実際の臨床場面を想定したシミュレーション学習の実践を通して学修します。学生が相互に学びを
深められるよう、主体的に授業に臨み、自身の考えを相手に伝わるように表現することを期待します。

担当

伊藤 茉莉子

伊藤 茉莉子

15 回

看護学科
評
価
の
方
法

％

試験(筆記) 60 ％

授業内
課題等

受講態度

科目名 健康状態別看護Ⅱ
単位
認定者

伊藤　茉莉子

対象学科
必修・選択
配当年次

必修 ２年 2

30 時間

単位数

授業時間数

授業回数

伊藤 茉莉子

伊藤 茉莉子
阿部 春美
岡崎 優子

泉田 さとみ
遠藤 美穂子
小倉 真紀
大石 慶子
松田 郷子

【講義】
手術後期における患者の看護
（術後合併症を予防する看護）

【事前】教科書①第2部Ⅳ章8.～9.
を予習して臨むこと（概ね30分）
【事後】課題学習（看護計画立案）

周手術期の看護技術①：演習
創部・ドレーン・ストーマの管理、患者模擬体験

A・Bの2グループに分け実技演習を
行う
【事前】教科書②第Ⅱ章3.術後の看
護技術D～Fを予習して臨むこと（概
ね30分）
【事後】課題レポート（概ね1時
間）



回

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

伊藤 茉莉子
阿部 春美
岡崎 優子

泉田 さとみ
遠藤 美穂子
小倉 真紀
大石 慶子
松田 郷子

遠藤 美穂子
阿部 春美
岡崎 優子

泉田 さとみ
伊藤 茉莉子
小倉 真紀
大石 慶子
松田 郷子

阿部 春美
岡崎 優子

泉田 さとみ
伊藤 茉莉子
遠藤 美穂子
小倉 真紀
大石 慶子
松田 郷子

菅原 尚美

岡崎 草代夏

周手術期の看護技術④：シミュレーション
離床の援助

A・B・Cの3グループに分け実技演習
を行う。
【事前】課題レポート（概ね1時
間）
教科書②第Ⅱ章3.術後の看護技術G
を予習して臨むこと（概ね1時間）
【事後】課題レポート（概ね1時
間）

【講義】
周手術期にある高齢者への看護

【事前】教科書④の「3治療を受け
る高齢者の看護」を読む（概ね1時
間）

【講義】
周手術期にある子どもとその家族への看護

【事前】教科書⑤p.256-268を読
み、手術を受ける子どもや家族の気
持ちを考えて臨むこと（概ね1時
間）

周手術期の看護技術②：シミュレーション
手術後患者の観察・アセスメント

A・B・Cの3グループに分け実技演習
を行う。
【事前】課題レポート（概ね1時
間）
【事後】課題レポート（概ね1時
間）

周手術期の看護技術③：演習
身体の保清と寝衣交換

A・B・Cの3グループに分け実技演習
を行う。
【事前】課題レポート（概ね1時
間）
【事後】課題レポート（概ね1時
間）

授業計画 準備学修 担当

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

看護師として臨床経験を持つ専任教員が担当し、周術期における患者・家族の看護について学び、実技演習を通して
実践力を身につけられるよう展開する。

「病気がみえる　vol.10 産科」医療情報科学研究所編、メディックメディア
「看護学テキストNiCE精神看護学Ⅱ 地域・臨床で活かすケア 対象者の力を引き出し支える」
 萱間真美他編、南江堂

坂村 佐知

加藤　真理子

伊藤 茉莉子

①「看護学テキストNiCE成人看護学　急性期看護学Ⅰ概論・周手術期看護」林直子他編、南江堂
②「看護学テキストNiCE成人看護学　成人看護技術」野崎真奈美他編､南江堂
③「看護データブック」新井治子編､医学書院
④「ナーシング・グラフィカ 老年看護学②：高齢者看護の実践」堀内ふき他編著､メディカ出版
⑤「系統看護学講座 専門分野Ⅱ 小児看護学［1］小児看護学概論/小児臨床看護総論」
   奈良間美保他著､医学書院
⑥「系統看護学講座 専門分野Ⅱ 母性看護学［2］母性看護学各論」森恵美他著､医学書院
⑦「ナーシング・グラフィカ 精神看護学②：精神障害と看護の実践」出口禎子編､メディカ出版

授業内課題は適宜フィードバックを行います。

【講義】
周手術期にある妊産婦の看護（帝王切開術）
女性生殖器の手術を受ける患者の看護

【事前】分娩の異常と看護、子宮全
摘の術式や看護について予習して授
業に臨む（概ね1時間）

【講義】
周手術期にある精神疾患をもつ人への看護

【事前】精神看護学援助論Ⅱ 教科
書 第1章「身体疾患と精神症状」
p.108-115を読む（概ね1時間）

【講義】
術後の継続看護、周術期看護のまとめ

【事前】教科書①第2部Ⅴ章を予習
して臨むこと（概ね30分）



1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

回

備考

※以下は該当者のみ記載する。

・精神作用物質使用による行動・障害の看護
【事前】教科書②1章12、教科書①8
章 を読む（概ね1時間）

阿部　幹佳

阿部　幹佳

【演習】
プロセスレコードの実際

3

学修者への
期待等

阿部　幹佳

5 精神保健活動と精神科リハビリテーション
【事前】教科書②7章2を読む（概ね
1時間）

加藤　真理子

6

西田　有吾
阿部　幹佳

阿部　幹佳

【事前】教科書②1章5、6、9章5を
読む（概ね1時間）

【事前】教科書②10章2を読む（概
ね1時間）
【事後】レポート課題
プロセスレコード提出

加藤　真理子

【事前】教科書②1章2を読む（概ね
1時間）

11

【事前】教科書②8章を読む（概ね1
時間）

％

授業内課題

精神障害（疾患）とそのケアの実際について学修します。精神科看護の対象者を１人の人間として身体、
心理、社会・スピリチュアルという全人的視点から捉えられるようになることを期待します。

4

8
【事前】教科書②1章4、9章4を読む
（概ね1時間）

1

【事前】教科書③6章6を読む（概ね
1時間）

阿部　幹佳

準備学修

・気分障害の看護
・抑うつ障害と双極性障害の看護

2

・治療の場としての精神科病棟
・治療的環境とは
・治療的の人間関係とそのかかわり
　　共感・拒絶・攻撃に対する対応
・精神科病棟の環境とリスクマネジメント　CVPPP

薬物療法と看護

・統合失調症（急性期）の看護
【事前】教科書②1章3、9章2を読む
（概ね1時間）

阿部　幹佳

・統合失調症（慢性期）の看護
【事前】教科書②1章、9章2を読む
（概ね1時間）

阿部　幹佳

精神保健活動と社会資源の活用
・社会資源
・長期入院患者の退院支援

【事前】教科書②7章3、4を読む
（概ね1時間）

加藤　真理子

到達目標

学修成果

開講時期 通年
看護学科

科目名 精神看護学援助論Ⅱ
単位
認定者

対象学科
必修・選択
配当年次

必修 2年
評
価
の
方
法

％

試験(筆記） 60

1．安全な治療環境を提供するための方法を説明できる
2. 統合失調症患者、気分障がい患者、精神作用物質使用患者の看護について説明出来る
3. 精神疾患・障がいがある者の社会参加への支援について説明出来る
4．精神保健医療福祉における多職種連携の必要性を理解できる
5．自己の傾向を把握するためにプロセスレコードを記載できる

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

7 治療を受ける人への看護
【事前】教科書②3章を読む（概ね1
時間）

阿部　幹佳

10 不安障害、強迫性障害をもつ人の治療と看護

摂食障害、パーソナリティ障害をもつ人の治療と看
護
統合失調症とその近縁の疾患を持つ人の看護

【事前】教科書②1章10、14、9章
3、6を読む
（概ね1時間）

9

授業の概要

担当授業計画

【事前】教科書②4章 、5章、6章を
読む（概ね1時間）

阿部　幹佳

30 時間

看護師としての資格、経験より、精神科看護の実際を具体的に分かりやすく説明する。

【グループワーク、ディスカッション】
・発達障害をもつ人の支援

13

①「ナーシング・グラフィカ 精神看護学①：情緒発達と精神看護の基本」出口禎子編、MCメディカ出版
②「ナーシング・グラフィカ 精神看護学②：精神障害と看護の実践」出口禎子編、MCメディカ出版
③「精神看護学実習ハンドブック」草地仁史他編、中央法規

講義資料として印刷物等を適宜配布します。
授業内課題（レポート）は次回の授業時にフィードバックします。

15

阿部　幹佳12 自殺未遂・企図の理解と対応

14
精神看護学実習に向けて
・精神科看護学実習とは
・実習記録、カンファレンスの意義

【事前】教科書②10章1、3、4を読
む（概ね1時間）

阿部　幹佳

参考文献 「自己理解・対象理解を深めるプロセスレコード」長谷川雅美・白波瀬裕美編著、日総研

教科書

科目ナンバリング

NS-2-PMN-03

● ● ●

20

精神看護実践の知識と技術を学ぶために、主な精神疾患の看護と入院形態、病棟環境の整備と行動制限、
暴力への対応、多職種連携の必要性、プロセスレコードの記述を通して自己洞察していくことの重要性に
ついて学び、心のケアが必要な人々に対する精神看護の実践能力を身につける。

授業形態 講義

単位 ％

阿部　幹佳

1単位数

授業時間数

授業回数

20

15 回

受講態度



1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

学修者への
期待等

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

2年 1

40

単位数

授業時間数

授業回数 集中

科目ナンバリング

NS-2-CNP-03

単位
認定者

小林　淳子

時間

評
価
の
方
法

実習目標
達成度

100 ％

学修成果

開講時期 後期
単位

科目名 地域・在宅看護論実習Ⅰ

● ● ● ●

看護学科

対象学科
必修・選択
配当年次

必修

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

地域看護活動の実務経験を有する教員が地域の多様な看護の場と対象の理解を支援する。

地域で暮らす様々な対象の生活環境や健康との関連をアセスメントし、地域・在宅看護の基礎的な実践
能力を身につける実習です。これまで積み上げてきた学修を振り返り、実習の目的を意識して主体的に
臨みましょう。

授業形態 実習

地区視診を通して地域に暮らす様々な対象の健康と生活に関する現状や課題を把握する方法や多様な
場、健康段階、発達段階を踏まえた対象のニーズの把握方法を学び、地域・在宅看護の実践に必要な基
礎的能力を身につける。

「ナーシング・グラフィカ 地域・在宅看護論①地域療養を支えるケア」臺有桂他編、MCメディカ出版

詳細は後日配布する実習要項参照
担当者：専任教員　　小林淳子、髙橋由美、真渓淳子
　　　　非常勤講師　中野千加子、江口美知子

「国民衛生の動向 2021/2022」厚生労働統計協会
「看護師のための地域看護学」豊島康子編、ピラールプレス

Ⅰ．実習期間：令和5年10月2日（月）～10月6日（金）

Ⅱ．実習施設：老人福祉センター（台原・高砂・大野田・郡山・泉中央）、
　　　　　　　障害福祉サービス事業所または障害者小規模地域活動センター、のびすく仙台・のびすく若林
　
Ⅲ．実習目的：地域に暮らす様々な対象や活用可能な資源について理解する能力を養う。

Ⅳ．実習目標
  1．地域に暮らす様々な対象の健康と生活に関する現状と課題を理解できる。
　2．地域に暮らす様々な対象の活用可能な資源を理解できる。
　3．看護職を目指す学生として倫理観と責任を認識した行動ができる。

Ⅴ．実習計画
　1．学内実習
　 1）実習オリエンテーション
   2）学修成果発表・実習のまとめ
  2．臨地実習
   1）老人福祉センター・フィールドワーク
   2）障害福祉サービス事業所または障害者小規模地域活動センター・フィールドワーク
   3）のびすく仙台またはのびすく若林（母子支援施設）・フィールドワーク

授業計画



1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

学修者への
期待等

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

看護師の臨床経験を持つ教員が担当する。慢性的な健康問題を持つ人と療養生活を支える人たちに真摯に向き合い、
健康とは何か、看護とは何か、さまざまな角度から考える。

基礎看護学や成人看護学概論・成人看護学援助論Ⅰ、老年看護学概論・老年看護学援助論Ⅰでの学修を
もとに、実習目的を意識して臨んでほしい。

授業形態 実習

慢性的な健康問題を持つ患者・家族を多面的に理解し、問題解決の系統的アプローチによる看護過程の
展開と役割を学び、領域を横断する看護の実践能力を身につける。

「看護データブック」新井治子編、医学書院
「看護学テキストNiCE　成人看護学　成人看護技術」野崎真奈美他編、南江堂

詳細は後日配布する実習要項を参照
担当者:専任教員　　岡崎優子、阿部春美、伊藤茉莉子、遠藤美穂子、泉田さとみ、小倉真紀、
　　　　　　　　　 二口尚美、木下美佐子、竹田理恵、佐藤清湖、佐々木重徳、菅原尚美、
                   加藤真理子
　　　非常勤講師　 大石慶子、松田郷子、菊池眞紀子、畑中晶子、江口美知子

オリエンテーションおよび実習中に指示する

Ⅰ．実習期間：令和5年8月21日（月）～9月25日（月）  1グループ：3週間

Ⅱ．実習施設：JCHO仙台病院、イムス明理会仙台総合病院、仙台厚生病院、仙台市立病院、東北医科薬科大学病院、
　　　　　　　 東北医科薬科大学若林病院、宮城県立がんセンター

Ⅲ．実習目的：慢性的な健康問題や治療によりストレス・危機状況にある患者・家族に対し、既習内容を統合した
　　　　　　　看護実践能力を身につける。

Ⅳ．実習目標
　1. 慢性的な健康問題を持つ患者の看護過程が展開できる
　2. 看護過程に基づいた看護実践ができる
　3. 医療チームの一員としての役割を理解し行動できる
　4. 看護職を目指す学生としての責任を認識した行動ができる

Ⅴ．実習計画：実習スケジュールは、学内実習および病棟実習の計3週間で構成する。
  1．学内実習
   1)領域横断看護実習オリエンテーション
   2)慢性的な健康問題にある患者の看護過程の展開と、必要な日常生活援助技術や診療援助技術について、
 　　グループワーク演習、全体発表、ビデオ学修、文献学修で学ぶ。
  2.病棟実習
   1)学生１名で患者１名を受け持ち、看護過程を展開しながら受け持ち患者の看護について学ぶ。
   2)受け持ち患者の看護の方向性を把握し、適切な看護援助方法を提供し、実施した援助を評価するためにカン
     ファレンスを実施する。
   3)実習終了後に受け持ち患者に実施した看護援助のプロセスを振り返り、理論的にまとめて発表することにより
     学生間で学びを共有して考えを深める。

授業計画

学修成果

開講時期 前期
単位

科目名 領域横断看護実習

● ● ●

看護学科

対象学科
必修・選択
配当年次

必修
評
価
の
方
法

実習目標達成
度

100 ％

授業回数 集中

科目ナンバリング

NS-2-CNP-05

単位
認定者

岡崎　優子

時間

2年 3

120

単位数

授業時間数



1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

※以下は該当者のみ記載する。

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

看護師の資格及び臨床経験に基づき、学生が精神障害者と関わり、実習目標が達成できるような環境を整え、教授す
る。

学修成果

開講時期 通年
単位

● ● ● ● ●

看護学科

科目名 精神看護学実習
単位
認定者

阿部　幹佳

80
対象学科
必修・選択
配当年次

必修 3年 2

時間

実習
集中

備考

「ナーシング・グラフィカ 精神看護学(1)：情緒発達と精神看護の基本」出口禎子編、MCメディカ出版
「ナーシング・グラフィカ 精神看護学(2)：精神障害と看護の実践」出口禎子編、MCメディカ出版
「精神看護学実習ハンドブック」　草地仁史他編、中央法規

詳細は後日配布する実習要項を参照
担当者：専任教員　　阿部幹佳、加藤真理子
　　　　非常勤講師　長橋美榮子、大曽根孝子、高橋あつ子
※この科目は統合演習及び統合実習の履修要件として単位を修得していることが必須である

Ⅰ．実習期間：令和5年5月8日（月）～11月2日（木）   1グループ：2週間

Ⅱ．実習施設：病院：宮城県精神医療センター、東北会病院、せんだんホスピタル、青葉病院
　　　　　　　地域：障害福祉サービス事業所、障害者小規模地域活動センター

Ⅲ．実習目的：精神病院や精神保健福祉サービスを利用する対象者とのかかわりを通してこころを病むという
              ことを理解し、対象の抱える問題を共有する中で必要と考えられる看護を実践できる基礎的
              な能力を身につける。
　
Ⅳ．実習目標
　1．対象者とのかかわりの中で、信頼関係を構築するための看護師－患者関係を考察できる
　2．様々な立場の人とのかかわりにおいて生じる自分の気持ちを吟味し、自己理解を深める
　3．対象者を精神的、身体的、社会的な側面から理解し、対象者が抱えている課題をともに明らかにしていく
　　 ことの重要性を考察できる
　4．こころを病む人が地域で生活していく上で求められる看護職の役割を理解する
　5．看護職を目指す者として望ましい姿勢で実習に取り組むことができる

Ⅴ．実習計画
　1．学内実習
   1）実習全体オリエンテーション
　 2）実習施設についての事前学習
　 3）実習の振り返りと課題整理
　2．臨地実習
   1）病院実習
　　(1)患者を受け持ち、プロセスレコードを通して自分自身の対人関係の傾向について考察する
　　(2)患者の全体像をとらえ、患者に必要な援助を考えることができる
　 2）地域施設実習
　　(1)対象者の地域での生活を理解し、必要な保健・福祉・医療チームとの連携を学ぶ

評
価
の
方
法

実習目標達成度 100 ％

科目ナンバリング

NS-2-FNS-21

授業計画

参考文献 「自己理解・対象理解を深めるプロセスレコード」長谷川雅美・白波瀬裕美編著、日総研

教科書

単位数

授業時間数

授業回数

学修者への
期待等

実習前に精神看護学概論、精神看護学援助論Ⅰ・Ⅱで学修した内容を復習し実習に臨むこと。積極的に
対象者とかかわり、自分自身の気づきを通して対象者の理解ができるように努めること。

授業形態

授業の概要

精神科病院や精神保健福祉サービスを利用する対象者との関わりを通してこころを病むということを理
解し、対象者の抱える問題を共有する中で必要と考えられる看護を実践できる基礎的な能力を身につけ
る。また、かかわりを通して自己理解を深め洞察できる能力を養う。対象者とのかかわりの中で精神障
害者が社会の中でどのように受け入れられているのかを学習する。



1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

※以下は該当者のみ記載する。

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

看護職としての実務経験を有する教員が、既修の知識・技術と臨地実習による学びの統合を小グループ制により支援
する。

学修成果

開講時期 後期
単位

● ● ● ● ●

看護学科

科目名 統合実習
単位
認定者

阿部　春美

単位数

時間

集中

対象学科
必修・選択
配当年次

必修 3年 3

120

実習

備考

既修科目のテキスト、参考書

詳細は後日配布する実習要項を参照
担当者：専任教員　　阿部春美、岡崎優子、伊藤茉莉子、遠藤美穂子、泉田さとみ
　　　　　　　　　　東海林美幸、二口尚美、佐々木重徳、小倉真紀、加藤真理子
　　　　非常勤講師　松田郷子、大石慶子、畑中晶子、菊池眞紀子、江口美知子

Ⅰ．実習期間：令和5年11月27日（月）～12月15日（金）

Ⅱ．実習施設：東北医科薬科大学病院、仙台市立病院、仙台赤十字病院、JCHO仙台病院、坂総合病院

Ⅲ．実習目的：保健・医療・福祉チームにおける看護職能の役割を認識し、看護マネジメント能力を養い、
　　　　　　　3年間で学修した看護の知識・技術・態度を統合し、看護実践能力を身につける。

Ⅳ．実習目標
  1．保健・医療・福祉チームの中で連携・協働して行われている看護の役割と継続看護について理解できる。
  2．複数患者を受け持つことを通して、患者の状況に応じた優先順位の判断や時間管理を適切に行い、
     責任を持って受け持ち患者への看護過程を展開できる。
  3．看護チームのリーダーシップ・メンバーシップを理解しチームの一員として責任ある行動を学ぶ。
  4．看護部や実習病棟における看護管理の実際を学ぶ。
  5．災害時や医療事故の際の対応などを通し医療現場における危機管理について学ぶ。
  6．日常生活援助技術や診療の補助技術を安全性・正確性・安楽性を考慮して実施できる。
  7．自己の看護技術の課題を明らかにし、技術の向上を図ることができる。
  8．これまでの学修を振り返り、自己の看護観を深めることができる。
  9．看護倫理に則った看護、看護の探究、社会人としての態度など看護師としての自己評価を行い、生涯に
     わたり学び続けることの重要性を認識することができる。

Ⅴ．実習計画
  1．学内実習
　 1）実習オリエンテーション
　 2）統合実習のまとめ
　2. 臨地実習
　 1）学生5～6名で班を形成し、教員1名が担当
　 2）実習指導は実習施設の実習指導者と担当教員が担う
　 3）看護チームの中に入り、チームメンバーとして複数の患者を受け持つ
　 4）看護チームの計画を反映させた看護実践を行う
　 5）カンファレンスを適宜行い、実習体験を帰納・演繹的に整理する

評
価
の
方
法

実習目標達成度 100 ％

科目ナンバリング

NS-3-AIC-08

授業計画

参考文献 随時紹介する。

教科書

授業時間数

授業回数

授業の概要

1年次の課題探究ゼミナールⅠ、2年次の課題探究ゼミナールⅡで学習した「課題解決力やクリティカル
シンキング」を土台として、学生が自ら学ぶ姿勢を養う。
3年間で履修した知識や技術を統合し、卒業後、臨床現場にスムーズに適応できるように臨床の実務に近
い環境で看護を提供する方法を学ぶ。
保健医療福祉チームの一員として、実際に適応するための基礎的知識・技術・態度を養う。
具体的には、成人・老年の実習病棟の看護チームの一員として、チームリーダーやメンバー役割、複数
受け持ち、リスクマネジメントなどの看護実践に必要な知識及び技術を習得する。

学修者への
期待等

本学3年間の総まとめの実習です。これまで学んだ知識・技術・態度を統合し、臨床現場に近い体制の実
習を通してチームの一員としての役割遂行をめざし、また将来のキャリアを見据えるための一助として
いきましょう。

授業形態


